







71. An Oskar Bülow（1）.




















　１．『精神』の校正〔Geist des römischen Rechts, Bd. Ⅱ2, 2.Aufl., Leipzig 1869〕




































テーマ，つまり，「法律学の学問的性格」〔ウィーン大学就任講演＝ Ist die Jurisprudenz 

































































































成的法律学に立っていた。主著：Der Altersvorzug der Pfandrechte（1859）；Zivilistische 










最初の人である。主著：Prozeßeinreden und Prozeßvoraussetzungen（1868）；Gesetz und 










判例集は簡潔に ”Glaser-Unger”と呼ばれる）。ウィーンではふたたび政治活動を始める。Dr. Adolf 






る。Julius Glaserとは親交を深める仲だった。主著：System des österreichischen allgemeinen 
Privatrechts（1856－59）；Das österreichische Erbrecht （1864）；Die Verträge zu Gunsten Dritter 





















た。数 多 く の 刑 法 論 文 も 執 筆 し，ウ ン ガ ー 等 々 と 一 緒 にAllgemeine Österreichische 
Gerichtszeitungの編集に携わった（1858年以降）。ウンガーとともに民事判例集の刊行も行った
（Sammlung von civilrechtlichen Entscheidungen des k. k. obersten Gerichtshofes）（1859年以
降 ”Glaser-Unger”）。な お，刑 事 判 例 集 の 刊 行 も 行 っ た。主 著：Das englisch-schottische 
Strafverfahren （1851）；Übersetzung von Beccarias Werk “Über Verbrechen und Strafen” 
（1851）；Über die Notwehr （1858）；Strafprozessuale Studien （1885）.






Juristische Enzyklopädie und Methodenlehre （1841）；BluntschliとPözlとともにミュンヘン時代
に雑誌Kritische Überschau der deutschen Gesetzgebung und Rechtswissenschaftを創刊する（後
にKritische Vierteljahresschrift für Gesetzgebung und Rechtswissenschaftとなる）。







誇張」だと非難した。主著：Deutsche Reichs- und Rechtsgeschichte （1815）；Grundsätze des 
gemeinen deutschen Privatrechts （1829）.
⑻　Siegel, Heinrich （1811－1899），ネッカー河畔のラーデンブルクに生まれ，ウィーンにて死去。
ゲルマニスト。1862年トゥーンの大学改革によりウィーンの正教授に呼ばれる。Versprechen als 
Verpflichtungsgrund im heutigen Recht （1871年）は，ローマの契約とドイツの契約との対立か
ら論を起こす。「言葉の厳守」というこの歴史的に解明された原則は，契約ドグマの専一支配を揺
るがし広範囲に影響を及ぼした。イェーリングの『年報』にも様々な歴史的研究を発表する。上
記の他に，Deutsches Erbrecht （1851）；Germanistische Verwandtschaftsberechnung （1855）.





Grundlinien der strafrechtlichen Zurechnungslehre （1857）；Die Ehrenfolgen der 
strafgerichtlichen Verurteilungen （1864）；Das Prinzip der Individualisierung in der 
Strafrechtspflege （1869）；Criminalistische und nationalökonomische Gesichtspunkte mit 
Rücksicht auf das deutsche Reichsstrafrecht （1872）；Antrittsrede als Rektor der Wiener 
Universität （1874）；Ein Diziplinarprozeß vor dem Akademischen Senate der Wiener 
Universität （1889）.
⑽　Neumann：おそらくMax Neumann（経済史と法制史との境界領域の研究であるGeschichte des 
Wechsels im Hansagebiete （1861）, Geschichte des Wuchers in Deutschland （1865）の著者）の
一族か。










著：Nationalökonomie oder allgemeine Wirtschaftslehre （1861）；Die Quintessenz des 
Sozialismus （1875）；Abriß der Soziologie （1916）.





⒀　Wasserschleben, Ludwig Wilhelm Hermann （1812－1891），リークニッツに生まれ，ギーセンに
て死去。ゲルマニストかつカノニスト。1851年ハレの正教授に招聘される。1852年にはギーセン
の招聘に応じ，1875年には同大学の事務局長となる。1871年ヘッセン第一院の終身議員となる。
カノン法ではとくに古代史料に取り組む。主著：Beiträge zur Geschichte der vorgratianischen 
Kirchenrechtsquellen （1819）；Studien über Regio von Prüm （1841）；De patria decretalium 





72. An Oskar Bülow.


























































































主著：Der Lucca-Pistoja-Aktien-Streit （1859）；Handbuch des Handelsrechts （1864－68）；








Die Geschichte der sozialen Bewegung in Frankreich von 1789 bis auf unsere Tage, 1 Bde., 
1851；System der Staatswissenschaft, 2 Bde., 1852/56；Die Verwaltungslehre （7 Tle., 1865-68）.
⑷　1869年に結婚する３番目の妻となるLouise Wilders （1841－?）のこと。















71. An Bernhard Windscheid（1）.
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仕事をしてきた。〔夜中
の〕１時まで勉強していた夜も少なからずあります。この研究の成果はしばらくすると『精
神』の第３巻の新版の形で〔Geist, Bd. Ⅱ2, 2. Aufl., （1869）〕，また，占有に関する論文の


























主著：Lehrbuch des Pandektenrechts （1 Bde., Bd.1/1862, Bd.2/1865/66, Bd.1/1871）は多くの版
を重ねる（彼の手になる第７版は1891年。その後Th. Kippの手による改訂の第９版は1916年）。他
に，Die Lehre des römischen Rechts von der Voraussetzung （1851）；Recht und Rechts-
wissenschaft （1854）；Die actio des römischen Zivilrechts vom Standpunkte des heutigen Rechts 


















74. An Bernhard Windscheid.





























































三者のためにする契約に関する比較的長い論文〔Die Verträge zugunsten Dritter, 1869, 








































史の正教授を務めた。1891年以降プロイセン上院議員も務めた。主著：Das Geschichtswerk des 
Titus Livius （1872）；Pompeianische Studien zur Städtekunde des Altertums （1877）；
Italienische Landeskunde （1881）；Zur Geschichte des römischen Köln （1895）.









Geschichte der Rechtswissenschaft in Deutschland, Bd.1 （1881）, Bd.2（遺稿からErnst Landsberg
が編集する）。





法発見論の考え方も含んでいた。主著：Verfassungsgeschichte der deutschen Freistädte 





75. An Bernhard Windscheid.


















































⑴　Schmidt von Ilmenau, Karl Adolf （1816－1911），アルシュテット〔エアフルトの北方〕に生ま
れ，バーデン－バーデンにて死去。ロマニスト。1841年イエナの教授となり，その後，1849年グ
ライフスヴァルト，1851年フライブルク，1869年ボン，そして同年の秋から1911年までライプツィ
ヒと遍歴する。彼のPrinzipieller Unterschied zwischen dem römischen und germanischen Recht 
（1851）は，Friedrich von Hahn, Die materielle Übereinstimmung der römischen und germanischen 
Rechtsprinzipien （1856）という反論書を生み出した。主著：Das Interdiktenverfahren der Römer 




















76. An Oskar von Schwarze（1）.




























































ことになった。著書は，刑法及び刑事訴訟法の註釈書の他，Das deutsche Schwurgericht und 
dessen Reform （1865）；Das Schöffengericht （1871）等がある。
















律家の中で最も法律学的な人物」と呼んでいる。主著：Lehrbuch des römisch-deutschen 
Strafrechts （1825－26）；Gemeines Recht Deutschlands （1844）；Der Entwurf eines Bürgerlichen 





77. An Gustav Baur（1）.
















 kanzel〔講座〕に ― とても特徴的です！　というのは，通常の Kanzel〔説























































78. An Bernhard Windscheid.




























































　君はこの前の手紙で僕の「反射効」〔Die Reflexwirkung oder die Rückwirkung rechtlicher 
Tatsachen auf dritte Personen は1871年『年報』第11巻に掲載される。同巻には Passive 






























　ルードルフ・フォン・イェーリング（Rudolf von Jhering, 1818－1892）は，来年2118年に生誕211
周年を迎える遠き人であるが，彼の書簡集はこれまで何回となく出版されてきた。古くJohannes 




て有名である。Helene Ehrenberg （Hrsg.）, Rudolf von Jhering in Briefen an seine Freunde，Leipzig 
1911 （Neudruck：Aalen 1971）．その他，新しくは，F. Wieacker/Chr. Wollschläger, Rudolf von 
Jhering. Briefe der Göttinger Zeit. Sonderdruck aus der Georgia Augusta Oktober 1968, Göttingen 
1968 が公刊されているが，これはゲッティンゲン時代のいくつかの手紙からの抜粋である。Mario 
G. Losano, Der Briefwechsel zwischen Jhering und Gerber, Teil 1, Ebelsbach 1984にはゲルバーと
の往復書簡が網羅的に収集されており，同時に，研究書のTeil 2：Studien zu Jhering und Gerber 
（1984）と対になっている。またヴィントシャイトとの未発見の手紙などは，新たにKarl Kroeschell 
（Hrsg.）, Jherings Briefe an Windscheid 1871－1891, Göttingen 1988の小冊子に収められた。さら












Juristische Briefwechsel des 19 Jahrhundertsの既刊本は，すでに11数巻に及ぶ）。
　さて，イェーリングの書簡については，以前ビスマルク崇拝との関連において普墺戦争や普仏戦
争に関するイェーリングの反応をまとめて訳出したことがある（本誌『岡法』第57巻第２号，2117
年，それには「イェーリングの年譜」も付しておいた）。今回，彼の書簡集を訳出するに当たって，
若い時から時間を追って彼の成長の跡を眺めることも考えたが，訳者の年齢から，むしろ晩年の
イェーリングがどのような考えや思いをもち，どのような生活を送っていたのか，ということの方
128
イェーリング書簡集（ウィーン時代：1868年－1872年）⑴
九九
279
により強い個人的興味を感じる中で，ゲッティンゲン時代から試訳を行っていった。ところが，読
み進むうち，せめてウィーン時代から通して読まないと後期イェーリングの全体が一定の関連性の
中で捉えられないと思いなおし，今回の運びとなった次第である。なお，発信人のみの一方通行の
形になっている手紙を理解するためには，本来的にはもっと多くの訳注を付さなければならないと
ころであるが，残念ながら，現段階では登場人物の略歴程度にとどめざるを得なかった。それでも
不明な人物はもちろん残っている。なお，イェーリングの生涯と作品の簡潔な概観については，平
田公夫「ルードルフ・フォン・イェーリング」，勝田有恒・山内進編著『近世・近代ヨーロッパの法
学者たち』（ミネルヴァ書房，2118年）所収，を参照されたい。
　訳出にあたっては，上記ヘレーネ編集の『書簡集』を用いた。原注は※で，訳注は算用数字で示
し，各書簡の末尾にまとめた。〔　　〕内はすべて訳者の補足である。原文で隔字体になっている箇
所には，傍点「・」を付した。書簡冒頭の数字はヘレーネ版の通し番号である。手紙という日常語
かつ19世紀という１世紀以上も昔のドイツ語文体で書かれた文章であるため，学術的論文しか読ん
で来なかった訳者には，正直なところ手に余る箇所も見受けられた。読者の御海容と御教示を請う。
